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議論したいこと

• 理想のNW運用者にとってのダッシュボードって何があれば完成しますか？

• NW運用において予兆などのAI活用って何やってますか？

• それの目的は？稼働削減？NW運用者の地位向上？

これらの議論を通じて、参加者同士がNW運用に関する課題や解決策について「縁」を結びつ
け、今後の活動に繋げられるようなプログラムにしたいと思っています。
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NW運用の課題
なぜ余地と自動化が必要か？
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通信業界におけるNW運用上の課題

保守の観点おける課題

労務費や原材料費等の高騰

NW技術者の不足

故障や老朽化による予測不能な稼働とコスト

1

2

3

デジタルトランスフォーメーションに向けた研究会. D Xレポート～ITシステム「2025年の崖」の克服と DXの本格的な展開
*13 JUAS.企業IT動向調査報告書 2023, 2023.図表6-1-2.
*14 JUAS.企業IT動向調査報告書 2023, 2023.図表6-1-8.

今後の保守コスト高騰に対して準備を勧めていく必要があります。
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NW運用課題について

故障や老朽化による予測不能な稼働とコスト3

NW技術者の不足2

具体例:地方での局舎での故障時の出張費用や稼働について
現在の運用では保守や故障時の際には、現場員の稼働の確保やNWスキル保持者
の地方出張がコストが重要な要素になっています。

今後NW技術者の不足から運用が間に合わない可能性がある。

現場人員の稼働の平準化や保守の度に出張手配などが不要になる運用を目指す
(NWインフラのコンパクト化)
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現場人員の稼働の課題について
NW運用者目線の稼働(現在)

1週間の稼働

月曜日

定例業務

火曜日

深夜作業

水曜日

午前中で仕事

終了

木曜日

緊急メンテ

ナンス

金曜日

引き続き緊急メン

テナンス対応

定例業務

割り込みで

入った業務

NW運用者目線の稼働(未来)

1週間の稼働

月曜日

定例業務

火曜日

深夜作業

水曜日

午前中で仕事

終了

木曜日

定例業務

金曜日

定例業務

定例業務

割り込みで

入った業務

緊急メンテナンスに
よる稼働の増加
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1. 故障の予兆検知

→故障の予兆検知により、定常的に一斉交換ができるのでプロアクティブな
対応にすることが可能です。緊急対応ではなく、定期作業による対応になり
稼働の分散化と平準化が可能です。また故障前に交換するのでNWの品質
向上に繋がります。

2. 自動化による稼働削減

→故障の予兆検知のフェーズな為、事前深夜メンテナンス時間での交換が
可能になり、NWの冗長切り替え等で対応可能になる。将来的には自動で切
り変えを行い、現場作業員は交換のみの対応になる

現場人員の稼働の平準化の実現方法
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• 稼働の計算を行えない為、トレーニングや勉強の時間が取得しづらい。

• 緊急対応になるため、適切な対処人数が読めないので過剰で多数な人
数配置になる。

• 稼働の計算を行えない為、運用というポジションが人気がないポジ
ションになる。(技術者の不足に繋がる)

現場人員の稼働の課題について

緊急メンテナンスによる稼働の
増加による課題

定例業務の割合を増加していくことが解決のヒント
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データ活用がもたらす恩恵

• 地域の環境特性（部屋の温度や冷暖房設備の違いなど）により、ネットワークの故障率に違いが生じる
ことが予想されます。これらの特性をデータとして捉え分析することで、地域ごとの故障率の違いに気
付くことが可能になる。

• これまで気付きにくかった、いわゆる「サイレント故障」（例えば、SFP故障など）についても、データ
分析により事前に察知し、対処することができるようになる可能性があります。

• 従来、人気の低かった運用職にデータ分析の要素を加えることで、新たな職種としてのデータアナリス
トやSRE（Site Reliability Engineer）を生み出すことができます。これにより、市場価値の高い、求められ
るポジションを提供することが可能になる。
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3つの状態のデータ Nextアクション

デバイス状態

• Telemetryを活用し、取得するパラメータの増加
• パラメータの可視化

ネットワーク状態

• Telemetryを活用し、リアルタイムでの、トラフィックデータやFlowデータを蓄積し可視化
する。

サービス状態

• 外部サービスの監視を加える高品質サービス監視ダッシュボードの作成

これらの情報をソースに理想のダッシュボード
を作っていく。
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サービス項目

NWの各項目をKPIを定義して監視が可
能(CPU メモリ トラフィック等)

各KPIの項目の詳細を確認可能

サービスの監視の具体例
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議論したいこと

• 理想のNW運用者にとってのダッシュボードって何があれば完成しますか？

• NW運用において予兆などのAI活用って何やってますか？

• それの目的は？稼働削減？NW運用者の地位向上？

これらの議論を通じて、参加者同士がNW運用に関する課題や解決策について「縁」を結びつ
け、今後の活動に繋げられるようなプログラムにしたいと思っています。



The bridge to possible
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